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○
２
０
１
２
ふ
か
く
さ
・
藤
森

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
催
○

期
間
：
平
成
24
年
4
月
1
日

（
日
）〜
12
日（
木
）（
予
定
）

時
間
：
18
時
〜
21
時
30
分

実
施
地
域
：
京
阪
藤
森
駅
周
辺

主
催
・
問
合
せ
：
京
・
ふ
か
く

さ
・
藤
森
桜
並
木
を
愛
で
る
会

代
表
金
津（
☎
090
・
９
２
７
３
・

０
１
９
４
）

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定

　

京
都
の
畑
で
と
れ
た
お
芋
と
豆

腐
を
使
っ
て
、
お
い
し
い
モ
ン
ブ

ラ
ン
を
作
り
ま
す
。
毎
日
の
お
や

つ
か
ら
、
環
境
に
い
い
こ
と
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
4
月
14
日(

土) 

13
時
30
分

〜
16
時

会
場
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
親
子
（
保
護
者
同
伴
で
あ
れ

ば
何
歳
で
も
可
）

定
員
親
子
24
名
（
申
込
先
着
順
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持

ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー
（
任
意
）

参
加
費
材
料
費
1
人
300
円
（
参
加

人
数
分
要
）

問
合
せ
・
申
込
み
参
加
者
全
員
の

名
前
・
学
年
（
年
齢
）・
連
絡
先
を

3
月
17
日
（
土
）
か
ら
前
日
ま
で

に
電
話
（
641
・
０
９
１
１
）、
FAX

（
641
・
０
９
１
２)

、HP(http://

www.miyako-eco.jp)

、
又
は
来

館
に
て
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

「
イ
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
つ

く
ろ
う
！
〜
お
う
ち
に

あ
る
食
材
で
、
か
ん
た

ん
お
や
つ
づ
く
り
〜
」

　

伏
見
区
誕
生
80
周
年
記
念
事
業

と
し
て
昨
年
秋
か
ら
新
規
で
実
施

し
ま
し
た
「
伏
見
連
続
講
座
―
ふ

れ
て
、
し
っ
て
、
み

て
伏
見
―
」
が
1
月

の
深
草
文
化
交
流
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。
全
15
回
で
お
よ

そ
2
,

5
0
0
名
の

方
々
に
受
講
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

伏
見
区
で
は
、
引

き
続
き
、
区
の
魅
力

を
伝
え
る
取
組
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

伏
見
の
魅
力
を
再
発
見
！

「
伏
見
連
続
講
座
」
終
了
!!

春のお出かけ
春
日
野
エ
コ
ま
つ
り
の
開
催

京都駅直通バス
「R'EX」が
土・休日に
城南宮前を経由

　

平
成
23
年
7
月
、
春
日
野
学
区

は
「
エ
コ
学
区
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
「
エ
コ
学
区
」
で
は
、
平

成
23
年
度
・
24
年
度
の
2
箇
年
に

渡
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
省
エ
ネ
・

省
資
源
等
の
環
境
に
や
さ
し
い
取

組
を
実
践
し
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
春

日
野
エ
コ
学
区
推
進
協
議
会
に
よ

り
、
「
エ
コ
学
区
」
の
取
組
を
広

く
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
エ
コ
ラ

イ
フ
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
春
日
野
エ
コ
ま
つ
り
」
の

開
催
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭

で
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ス
テ
ー

ジ
や
協
力
企
業
等
に
よ
る
ブ
ー
ス

出
展
、
模
擬
店
等
を
準
備
し
て
い

　

以
下
の
証
明
の
交
付
に
は
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
本
人
確

認
書
類
（
法
人
は
代
表
者
印
、
代

理
人
は
委
任
状
も
）
が
必
要
で

す
。
◆
所
得
証
明
、
課
税
証
明
、

評
価
証
明
、
納
税
証
明
（
軽
自
動

車
税
を
除
く
）
…
市
民
窓
口
課
、

証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
、
出
張
所

（
機
械
端
末
発
行
不
可
の
も
の
は

区
役
所
・
支
所
で
取
扱
い
）
◆
納

税
証
明
（
軽
自
動
車
税
）
…
市
民

税
課（
課
税
課
）◆
住
宅
用
家
屋
証

明
…
物
件
の
所
在
地
の
市
民
税
課

（
課
税
課
）※
納
税
証
明
書
を
請
求

さ
れ
る
と
き
は
、
念
の
た
め
領
収

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
市
民
窓
口
課
（
◯伏
☎
611
・

１
４
１
０
◯深
☎
642
・
３
３
２
９
◯醍

☎
571
・
６
３
３
６
）
区
役
所
市
民

税
課（
☎
611
・
１
５
２
９
）、
支
所

課
税
課
（
◯深
☎
642
・
３
４
０
９
◯醍

☎
571
・
６
８
１
２
）

　

平
成
21
年
3
月
に
完
成
し
た
、

伏
見
・
深
草
の
歴
史
と
自
然
を
ま

わ
る
「
深
草
ト
レ
イ
ル
」。
地
域

住
民
や
大
学
・
高
校
、
農
協
や
地

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
た
く
さ
ん
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
完
成
し
た
ト
レ
イ
ル

は
、
今
も
着
々
と
進
化
を
続
け
て

い
ま
す
。
桜
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る

季
節
、
身
近
な
深
草
の
歴
史
と
自

然
を
体
感
で
き
る
ハ
イ
キ
ン
グ

に
、
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

油
小
路
沿
道
を
中
心
と
す
る
も

の
づ
く
り
拠
点
「
ら
く
な
ん
進
都
」

と
京
都
駅
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
結

ぶ
直
通
バ
ス
「
京
都
ら
く
な
ん
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
（R'EX

）
が
京
都

大
学
に
よ
る
社
会
実
験
を
経
て
、

昨
年
10
月
か
ら
路
線
バ
ス
と
し
て

運
行
し
て
い
ま
す
（
運
営
：
京
都

ま
ち
づ
く
り
交
通
研
究
所
、
運

行
：
㈱
ケ
イ
ル
ッ
ク
）。

　

2
月
18
日
か
ら
、
土
・
休
日
の

運
行
路
線
（
京
都
駅
八
条
口
〜
京

都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
・
京
セ
ラ
前
）

が
、
新
設
の
「
城
南
宮
前
」
バ
ス

停
を
経
由
し
て
い
ま
す
。
平
日
の

通
勤
・
通
学
は
も
と
よ
り
、
休
日

の
観
光
や
買
物
に
も
利
用
で
き
、

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
㈱
ケ
イ
ル
ッ
ク
（
☎
661
・

１
２
３
４
）

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
ざ
し
を
受

け
、
自
然
の
中
を
楽
し
く
元
気
に

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
ま
せ
ん

か
？

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

日
時
4
月
1
日
（
日
）（
雨
天
時
は

8
日
（
日
）
に
順
延
）
9
時
集
合

（
淀
城
跡
公
園
）

コ
ー
ス
淀
城
跡
公
園
〜
桂
川
堤
〜

背
割
堤
（
御
幸
橋
）
〜
木
津
川
堤
〜

安
居
橋
（
た
い
こ
橋
）〜
石
清
水
八

幡
宮
＊
約
７
㎞
、
約
3
時
間

参
加
条
件
最
後
ま
で
歩
け
る
こ
と

費
用
無
料

申
込
み
3
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

各
学
区
体
育
振
興
会
へ

問
合
せ
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
◯伏

☎
611
・
１
１
４
４
◯深
☎
642
・
３
２

０
３
◯醍
☎
571
・
６
１
３
５
）

日
時
4
月
8
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

（
小
雨
開
催
・
荒
天
中
止
）

会
場
宇
治
川
派
流
（
京
橋
〜
で
あ

い
橋
間
河
川
沿
い
）

内
容
地
元
小
学
生
演
奏
会
、
水
辺

の
賑
わ
い
市（
出
店
）、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ラ
イ
ブ
、
十
石
舟
夜
桜
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
運
行（
予
定
）等

問
合
せ
伏
見
観
光
協
会
連
絡
窓
口

（
☎
622
・
８
７
５
８
）

日
時
3
月
24
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

会
場
御
香
宮
神
社
、
伏
見
夢
百

衆内
容
き
き
酒
会
（
事
前
申
込
・
有

料
）、
物
産
市
等
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
伏
見
夢
百
衆
（
☎
623
・
１

３
６
０
）

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
3
月
24
日
（
土
）10
時
〜
14
時

会
場
春
日
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
体
育
館
）

入
場
料
無
料

申
込
み
不
要

問
合
せ
市
環
境
政
策
局
地
球
温
暖

化
対
策
室
（
☎
222
・
４
５
５
５
）

深
草
ト
レ
イ
ル
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
!!

①
　

深
草
南
部
の
大
岩
山
周
辺
〜
桃

山
地
域
を
歩
く
コ
ー
ス
が
、
平
成

23
年
3
月
に
完
成
！
深
草
と
桃
山

が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
Ａ
4
判
両
面
刷
り
の

新
マ
ッ
プ
が
平
成
23
年
4
月
に
初

お
目
見
え
し
、
深
草
ト
レ
イ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
い
ま
す
。

大
岩
山
展
望
所
コ
ー

ス
に
手
作
り
ベ
ン
チ

が
つ
き
ま
し
た
!!

②
　

伏
見
工
業
高
校
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
科
の
生
徒
が
製
作
し
た
ベ
ン

チ
を
3
基
（
大
岩
山
自
動
車
道
）、

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

京
都
・
深
草
ふ

れ
あ
い
隊
竹
と
緑
』
が
製
作
し
た

丸
太
ベ
ン
チ
1
基
（
大
岩
神
社
参

道
）
を
設
置
。
コ
ー
ス
の
清
掃
の

た
め
の
ミ
ニ
竹
ほ
う
き
も
設
置
し

ま
し
た
。

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
!!

③
　

i
P
h
o
n
e
と
A
n
d
r
o

i
d
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
高
機
能
携
帯
電
話
）
を
利
用

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
各
ス
ポ
ッ
ト
で
、
画

面
上
の
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
す
る
こ

と
で
ス
タ
ン
プ
を
ゲ
ッ
ト
。
す
べ

て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に

は
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数

に
限
り
有
）。
ス
タ
ン
プ
画
面
を

深
草
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
専
用
ア
プ

リ
「
ふ
ら
っ
と
案
内（
※
）」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ

い
。

※
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が
提

供
す
る
専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
深
草
ト
レ
イ
ル
〜
歩

い
て
！
見
て
！
撮
っ

て
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」を
好
評
開
催
中
!!

④
　

深
草
ト
レ
イ
ル
を
テ
ー
マ
と
し

た
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
深
草
ト
レ
イ
ル
沿

線
の
自
然
や
生
活
風
景
、
名
所
旧

跡
等
あ
な
た
が
よ
い
と
思
う
シ
ー

ン
を
自
由
に
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る

デ
ー
タ
で
の
応
募
の
み
と
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
伏
見
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
区
役
所
に
配
架
の
案

内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
深
草
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
課（
☎
642
・
３
２
０
３
）

　

に
っ
こ
り
笑
顔
に
す
や
す
や
寝

顔
、
お
尻
を
振
っ
て
は
い
は
い
、

よ
ち
よ
ち
頼
り
な
げ
だ
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん
だ
ん

大
き
く
な
っ
て
―
小
さ
な
腕
で

ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
つ
い
て
く
れ
た

ら
、
も
う
最
高
に
幸
せ
な
気
分
。

ほ
ん
と
う
に
子
ど
も
っ
て
、
あ
た

た
か
く
て
可
愛
く
て
、
そ
し
て
面

白
い
存
在
で
す
。

　

だ
け
ど
、「
た
い
へ
ん
」「
困
っ

た
」
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
落
ち
込
ん
で
悩
ん
だ

り
、
そ
ん
な
時
に
自
分
を
責
め
て

し
ま
っ
た
り
…

赤
ち
ゃ
ん
っ
て
…

　

「
泣
い
て
ば
か
り
」「
飲
ま
な

い
」「
寝
な
い
」
な
ど
小
さ
い
こ

ろ
は
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

だ
け
ど
、
子
ど
も
っ
て
そ
ん
な
も

の
。「
た
い
へ
ん
」
の
真
っ
た
だ

中
に
い
る
と
き
は
出
口
が
見
え
な

い
け
れ
ど
、
時
が
解
決
し
て
く
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
は
、
行
き
つ
戻
り

つ
の
ら
せ
ん
階
段
。
子
ど
も
と
一

緒
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。子

育
て
の
秘
訣

　

子
ど
も
と
い
る
の
が
つ
ら
い
お

母
さ
ん
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
い

る
の
は
あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
、
悩
ん
だ
り
迷
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
と
に
初
め

て
の
子
育
て
は
戸
惑
い
の
連
続
。

失
敗
も
あ
っ
て
当
た
り
前
。
そ
れ

で
い
い
の
で
す
。「
母
親
失
格
」

な
ん
て
自
分
を
責
め
な
い
で
。
完

璧
な
母
親
な
ん
て
い
な
い
の
で
す

か
ら
。
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い

い
の
で
す
。「
子
育
て
な
ん
て
、

こ
ん
な
も
の
」
そ
う
思
え
ば
少
し

楽
に
な
る
か
し
ら
。
子
ど
も
な
ん

て
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
当

た
り
前
。「
仕
方
な
い
」「
ま
あ
い

い
か
」
が
楽
し
い
子
育
て
の
秘
訣

で
す
。
大
事
な
の
は
お
父
さ
ん
と

家
族
の
存
在
。
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
と
喧
嘩
を
し
た

り
、
助
け
合
っ
た
り
。
子
ど
も
と

の
暮
ら
し
を
通
し
て
、
大
人
も

「
育
ち
あ
う
」
の
で
す
ね
。

　

子
育
て
の
基
本
は
家
庭
で
す
。

で
も
、
夫
婦
揃
っ
て
子
育
て
に
関

わ
れ
る
家
庭
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
お

父
さ
ん
も
い
る
し
、
父
親
ひ
と
り

母
親
ひ
と
り
で
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

の
中
で
、
精
一
杯
育
っ
て
い
ま

す
。
周
り
の
人
や
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ

お
互
い
の
生
活
を
認
め
合
い
、
支

え
あ
う
社
会
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　

人
に
と
っ
て
、
一
番
つ
ら
い
の

は
孤
立
感
、
孤
独
感
。
一
人
ぼ
っ

ち
の
感
じ
。
誰
に
も
分
か
っ
て
も

ら
え
な
い
感
じ
。
ど
う
か
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
。
今
の
時
代
、

母
親
ひ
と
り
で
子
育
て
を
背
負
う

の
は
無
理
な
の
で
す
か
ら
。
子
ど

も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
楽
し

く
生
き
生
き
と
毎
日
を
暮
ら
す
に

は
親
に
も
助
け
が
必
要
で
す
。
何

か
あ
っ
た
と
き
、
人
に
頼
れ
る
こ

と
、
助
け
て
と
い
え
る
の
は
い
い

こ
と
で
す
。「
お
互
い
さ
ま
」
で

気
持
ち
良
く
、
頼
り
あ
う
、
助
け

合
う
社
会
は
お
年
寄
り
に
も
、
障

害
を
持
つ
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い

社
会
な
の
で
す
。
大
切
な
の
は
、

支
え
あ
い
。
子
育
て
も
そ
う
で

す
。
勇
気
を
出
し
て
、
周
囲
を
、

人
を
ど
ん
ど
ん
あ
な
た
の
子
育
て

に
巻
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
助
け
て

く
れ
る
人
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
で
悩
ん
だ
と
き
は
…

　

お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や
福

祉
事
務
所
（
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
）、
保
育
所
、
児
童
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
子
育
て

久
我
・
食
農
ふ
れ
あ
い
の
杜も

り

体
験
農
園

「
人
と
土
と
水
の
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
9
月
に
京
都
市
が
開

設
し
た
久
我
・
食
農
ふ
れ
あ
い
の

杜
体
験
農
園
で
育
て
た
野
菜
が
初

め
て
の
収
穫
期
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
12
月
10
日
に
同
農
園
の
紹
介

も
兼
ね
て
関
係
者
、地
域
の
方
々
、

入
園
者
が
一
堂
に
会
し
、「
人
と

土
と
水
の
交
流
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
久
我
地
域
の
農
業
用

水
路
に
お
い
て
、
神
川
小
学
校
の

児
童
参
加
に
よ
る
生
き
物
の
学
習

会
が
、
午
後
か
ら
は
同
農
園
の
お

披
露
目
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
餅
つ

き
・
焼
き
芋
体
験
が
行
わ
れ
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
農
園
に
興
味
の
あ
る
方
や
体

験
入
園
を
御
希
望
の
方
は
東
部
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
641
・
４
３

４
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

4
月
は
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
を

　生後91日以上の犬を飼っている方は、犬の登

録（生涯1度）と狂犬病予防注射（年1回）が法律

で義務付けられています。伏見区内では、4月

に次の日程で、狂犬病予防の集合注射を実施し

ます。この機会を是非ご利用ください。

費用登録済みの方（注射のみ）＝3,300円

　　未登録の方（登録と注射）＝6,900円

日程 場所 時間

2日（月）
向島南小学校（北東側正門） 10時～11時30分
神川小学校（南門） 14時～15時30分

3日（火）
稲荷小学校（西側正門） 10時～11時
深草小学校（西側正門） 14時～15時30分

4日（水）
横大路小学校（東側正門） 14時～14時30分
下鳥羽小学校（東側正門） 15時～16時

5日（木）
久我の杜小学校（東門） 10時～11時
桃の里会館 13時30分～14時30分
西岸寺 15時～16時

6日（金） 醍醐総合庁舎（駐車場西側） 14時30分～16時

9日（月）
伏見住吉小学校（東門） 10時～11時
桃山南小学校（東側正門） 14時～15時
伏見土木事務所 15時30分～16時

10日（火） 向島小学校（西門） 14時～15時30分

11日（水）
醍醐小学校（東門） 13時30分～14時30分
小野幼稚園（北側） 15時～16時

12日（木）
陀羅谷集会所 10時30分～10時50分
竹田小学校（東門） 14時～15時

13日（金） 羽束師小学校（北門） 14時～15時30分

16日（月）
桃山東公会堂 14時～14時30分
小栗栖小学校（体育館東側） 15時～15時30分

17日（火） 藤ノ森小学校（東通用門） 14時～15時30分

18日（水）
桃山中学校（南側正門） 14時～14時30分
伏見南浜小学校（南門） 15時～15時30分

19日（木）
淀出張所 14時～15時
納所小学校 15時30分～16時

20日（金）
藤森中学校（西門） 14時～15時
砂川消防分団詰所 15時30分～16時

22日（日） 伏見区役所（駐車場東側） 14時～16時

23日（月）
砂川小学校（南門） 10時～11時
藤城小学校（第2グランド） 14時～15時

24日（火） 春日野小学校（西門） 14時～15時30分

問合せ衛生課（◯伏☎611-1164）

Ａ　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
軽
自
動

車
等
の
所
有
者
（
所
有
権
留
保
の

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
、
廃
棄
、
盗
難
等
に
よ

り
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車

等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、

3
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
左

記
の
申
告
先
に
廃
車
及
び
異
動
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま

で
に
申
告
が
な
い
場
合
は
、
平
成

24
年
度
以
降
も
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
軽
自
動
車
や
排
気

量
が
125
㏄
超
の
バ
イ
ク
の
場
合

で
、
転
出
や
譲
渡
に
よ
り
他
府
県

ナ
ン
バ
ー
に
変
更
す
る
時
は
、
転

出（
譲
渡
）先
の
運
輸
支
局
等
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
は
、
本
市
へ
の
「
税
の
廃
車

申
告
」
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
告
・
問
合
せ
◆
原
動
機
付
自
転

車
（
125
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
及
び
ミ

ニ
カ
ー
）
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
農
耕
作

業
用
の
も
の
等
）
…
区
役
所
市
民

税
課（
☎
611
・
１
５
２
９
）、
支
所

課
税
課
（
◯深
☎
642
・
３
４
０
９
◯醍

☎
571
・
６
８
１
２
）、
市
納
税
推

進
課（
☎
213
・
５
４
６
７
）◆
3
輪
・

4
輪
の
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検

査
協
会
京
都
事
務
所
（
☎
671
・
０

９
２
８
）
◆
125
㏄
超
250
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
﹇
廃
車
し
た
と
き
：
京
都

府
軽
自
動
車
協
会
（
☎
691
・
６
５

１
６
）、
廃
車
以
外
の
変
更
の
と

き
：
京
都
運
輸
支
局
（
☎
050
・
５

５
４
０
・
２
０
６
１
）﹈◆
250
㏄
超

の
バ
イ
ク
…
京
都
運
輸
支
局（
☎
：

050
・
５
５
４
０
・
２
０
６
１
）

Ｑ　
故
障
し
た
50
㏄

の
バ
イ
ク
が
い
つ

の
間
に
か
無
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で

す
か
？

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

│ 

原
動
機
付
自
転
車
の
廃
車 

│

マスコットキャラクター
がんちゃん

育
園
等
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
発
表
会

や
ふ
れ
あ
い
作
品
展
等
が
行
わ

れ
、
多
く
の
参
加
者
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

福
祉
の
ま
ち
醍
醐
・
交
流

大
会
を
盛
大
に
開
催

　

1
月
28
日
、
醍
醐
交
流
会
館
で

「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
福
祉
の

ま
ち
醍
醐
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
ま
ち
醍
醐
」
を
め
ざ
し
、「
福

祉
の
ま
ち
醍
醐
・
交
流
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
災
害
に
負

け
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て
〜

心
の
き
ず
な
を
つ
む
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域

福
祉
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ

か
、
醍
醐
地
域
の
福
祉
施
設
・
保

〜 

桜
の
季
節　

川
の
流
れ
に

さ
そ
わ
れ
て　

め
ざ
せ
市
内

一
望　

空
中
庭
園 

〜

第
6
回

　

桃
山
語
り
部
の
道

　

桜
ま
つ
り

第
6
回

　

日
本
酒
ま
つ
り

第
40
回

　

伏
見
区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

特　集

伏見連続講座のようす

※作品の一例

自然探索×歴史探訪
さあ、深草で春を感じに行こう！

市税関係証明の
交付について

、深草で春を感じに行こう！

悪
質
な
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

区
役
所
や
年
金
事
務
所
等
の
職
員
を
装
っ
た

詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
来
訪
、
電

話
を
受
け
た
と
き
は
、
相
手
の
言
い
な
り
に
な

ら
ず
に
、
相
手
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
を
確

認
し
区
役
所
・
年
金
事
務
所
・
警
察
等
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。


